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廣

　

東

　

月

　

令

（
鉦
珊
駈
謄
）

正

　

月

　

蜃
気
成
伎
、
水
仲
来
賓
、
荷
銭
浮
於
水
、
二
番
黄
、
木
葉

　
　
　
　

徴
脆
、

二

　

月

　

西
初
芽
、
蕨
拳
輪
粉
、
魚
苗
生
、
蝸
降
於
霧
、
木
綿
吐
英
、

三

　

月

　

杜
若
芳
、
石
拗
揚
萌
、
江
鴎
避
風
、
孔
雀
之
尾
関
金
、
檀

　
　
　
　

榔
包
折
、

　
　
　

―

四

　

月

　

佛
桑
紅
綻
ご
局
鎔
蔭
日
、
仙
掌
立
、
裟
入
山
麓
化
燧
虎
、

　
　
　
　

樹
蘭
綴
珠
、

五

　

月

　

茄
枝
丹
、
菩
提
舒
葉
、
祁
含
漿
、
群
蟻
朝
典
祀
、
鈎
割
鳴
年
、

六

　

月

　

白
雨
足
、
西
澄
至
、
芭
蕉
子
垂
、
苦
瓜
入
饌
、
早
禾
乃
登
、

七

　

月

　

秋
針
重
碧
、
龍
限
熟
'
Ｓ
蝶
瞥
繭
、
素
馨
結
燧
燈
、
雍
田
浮
、

八

　

月

　

腿
母
息
影
、
茶
徒
蝿
於
樹
、
紙
鳶
翻
風
、
黄
柑
分
指
、
河

　
　
　
　

鈍
案
潮
面
上
、

九

　

月

　

紅
薯
登
、
白
檀
落
、
嘉
魚
出
於
映
、
南
燭
迎
１
　
、
香
門
開
、

十

　

月

　

耕
牛
放
開
、
八
慧
之
功
畢
、
嶺
梅
芳
、
橘
柏
錫
貢
、
銀
河

　
　
　
　

夜
見
。

十
一
月

　

桃
李
花
、
鵬
鳩
蔽
葉
、
黄
雀
復
錫
魚
、
巌
蜂
聚
賑
、
瑞
香

　
　
　
　

罪
雪
、

十
二
月

　

蚊
不
絶
吟
、
池
塘
蝸
、
稚
笏
出
、
風
蘭
賀
春
、
套
雷
有
弊
。

　

以
上
が
ミ
ノ
ル
ス
キ
の
提
出
し
た
臆
説
で
あ
る
が
、
臆
説
は

ど
こ
ま
で
も
臆
説
で
あ
っ
て
、
な
ほ
俯
に
落
ち
な
い
廉
も
あ

る
。
す
な
は
ち
東
方
ア
ジ
ア
と
連
絡
０
な
い
も
の
を
以
て
解
か

ん
と
す
る
ド
ご
リ
ア
説
に
比
べ
る
と
、
こ
れ
は
東
方
語
に
基
づ

く
と
す
る
脆
で
一
日
の
長
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
ク
リ

ス
ト
教
と
開
係
０
な
い
語
で
説
明
せ
ん
と
す
る
駄
一
は
、
無
條
件

に
は
う
け
い
れ
粂
ね
る
所
で
あ
る
。
思
ふ
に
、
こ
れ
の
解
決
は

中
世
０
中
央
ア
ジ
ア
に
於
け
る
ク
リ
ス
ト
教
の
歴
史
が
更
に
明

ら
か
に
せ
ら
れ
た
将
来
ふ
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
も
０
で
あ
ら

う
。
ミ
ノ
ル
ス
キ
の
考
へ
は
さ
う
い
ふ
線
に
沿
っ
て
ゐ
る
勁
を

買
っ
て
宜
い
。
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